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助cfJJ〟g COαg〟Jα那の胞子に関する研究－］  

耐熱性に及ぼすp Hと食塩の相合作用  

地上 義昭・橋本 京子・大田 智子  

Heat Resistance of Bacilln8COaguLans Spores－Ⅱ  
Enhamcing Effect of pH aTld Sodi11TTt Chloride on the Heat Resistance  

Of Spores  

YoshiakiIkegami，KyokoHashimoto and TomokoOhota   

ThethermalresistanCeOfbacterialsporesisinfluencedbyAw（wateractivity）and pH of  

heatlngmediaandrecoverymediaaftertheheattreatment．   

TherelationbetweentheeffectsofpHvalueandoftheconcentrationofsodiumchloride on  

theheatresistanCeWaSinvestlgatedbyusing Bacilluscoagulansspores．   

Astotheeffectoftheheating media on the hcatresistanceofspores，a Slightincreasein  

numberofsurvIVlngSpOreS OCCurredwiththeincreaseof the sodium chlorideconcentration  

at pH6．5－7．0．   

AtpHbelow6．0，however，thesurvivingsporesdecreasedwithincreasing concentrations  

Of NaClintheheatingmedia．   

Ontheotherhand，theresultsoftheexperiment ontherelation betweentheeffect of the  

COnCentrationofNaClandpHvalueupontherecoveryoftheheat－damagedspores showthat  

anincreaseoftheNaCIconcentrationcausesacorrespondingdecreaseinnumberofsurvivlng  

SpOreS・  

Inthiscase，however，thedecreaslngrateOnDTAatpH7．OwashigherthanonPPAA at5．0．   

Onthethermaldeath time（LD50），themaximumeffectontheincreaseofNaCIconcentration  

WaSObtainedataboutpH7．0．  

AtpH below6．0，however，amarkedreductionintheresistance didnotoccurwihtthein－  

crease ofNaCIconcentration．   

胞子の耐熱性が加熱中の環境や加熱後の発芽，増殖における環境，栄養組成など多くの因子によ  

って著しく左右される。   

特にpHの影響は大きく，一般に中性付近が最大の耐熱性を示すといわれている1・2）。また，一  

般的な一致をみるには至ってないが，食塩も耐熱性に影響を与える3・4も   

本報ではpHと食塩が耐熱性にどのように影響するかを検討するためβαCf肋sc〃昭〟Jα那の胞子  

を使って加熱中及び加熱後の後培養に対するpH．と食塩の相合作用を試験したのでここに報告する。  

実 験 方 法   
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1．供試菌株   

前報6）で示したBC－2を使用した。  

2．培地の調整   

前報で示した培地に食塩（試薬特級）を3．0％まで0．5％間隔に加え，pHを5．0．6．0，7．0に調整   

した。  

3．胞子数測定   

前報に準じ，平板希釈法で行った（ユ  

4．耐熱性測定   

pHと食塩濃度をそれぞれ調整したGTB培地に胞子を懸濁させ，TDT管（外径7．Omm，長さ  

120皿）に1mげつ分注し，ミクロバーナーで熔封した。これらを一定温度に保持した恒温油槽中  
で所定時間加熱し，流水中で急冷後，そのまま35℃で2ケ月培養した。各時間ごとに4本ずつ測定  

し，増殖本数より次のようにしてLD5。を算出した5も 例えば，増殖本数が次表のような結果にな   

ったと仮定するとLD5。は  

5（75－50）  
＋30＝31．7分・である。  
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5．胞子形成及び胞子懸濁液の調整   

前報6）に準じて行った。  

実験結果と考察   

1．加熱中におけるpHと食塩の影響   

pH5．0，6．0，7．0のM／15燐酸緩衝液中での  

D値の比較を表1に示した。後培養の条件は  

SMA培地で35℃で行った，。pHの関係は一  

般の胞子の場合と同じようにpHの低下と共  

にD値は減少する。このBC－2の耐熱性は  

pH7．0のときD120＝2．6で非常に強い耐熱  

性を有することが認められた。   

加熱中におけるpHと食塩の併用効果を調  

べるために，所定のpH，食塩濃度に調整し  

たGTB培地に胞子を懸濁させ，TDT管で  

115℃20分加熱した後の残存胞子数を測定し  

た結果，図1に示したように，pH6．5，7．0  

の場合は食塩濃度の増加と共に残存胞子数は  

増加するので，食塩は保護的に働くものと考  

えられる。しかし，pH6．0以下では逆に食  

塩濃度の増加と共に残存胞子数は減少する。  

TablelEffectofpHontheheatresistance of  
B．coqgulans spores suspendedin  

pH7．O phosphatebuffer．  

Dvalue  

PH  Zvalue  
110℃  115℃   120℃   

5．0   25．0   6．5   1．7   8．5℃   

6．0   36．0   9．2   2．3   8．4℃   

7．0   42．0   11．0   2．6   8．3℃  
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Fig，lRecoveryconntofB・COaguLansspores（BC－2）  
heated and suspenededin heating medium  
containingsodium chloride・  

2．加熱損傷胞子の後培養にお   

けるpHと食塩の影響   

pH5．0の燐酸緩衝液中で115  

℃15分の加熱によって損傷を受  

けた胞子が後培地中の食塩によ  

ってどのように影饗されるか検  

討した．。   

図2に後培地の条件として食  

塩を2．0％まで0．5％間隔に加え  

たDTA及びPPAAで残存胞  

子数を測定した結果を示した。  

pH7．0附近のDTA培地では  

食塩濃度の増加と共にその減少  

が大きいが，pH5．0のPPA  

A培地では，その減少が少なく  

なるり この現象は加熱中におけ  

る食塩の影響と大きく異なると  
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Sodium chJoride％（W／V）  

Fig．2Recoverycountofheat－damage・d spoTeSOf  

B．co〃gutanS（BC・2）in subⅢ1ture media  

containing sodium chloride．   
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ころである。  

3・耐熱性に及ぼすpHと食塩の影響   

PH5．0，6．0，及び7．0のGTB培地に食塩  

を添加した培地に胞子を懸濁させ，この懸濁  

液申における115℃のLD50を測定した。こ  

の時の胞子濃度は1．6×107／鵬である。．図3  

にその結果を示した．。いずれのpHでも食塩  

濃度の増加と共にLD5。は減少したが，pH  

7．0のときはその減少が大である。この現象  

は図2で示した後培養だけの影響とほぼ一致  

する傾向が認められる。   

細革胞子の耐熱性に及ぼす食塩の影響に関  

する研究は多いが，一般的な一致をみるには  

いたっていない。これは，耐熱性の測定方法  

や食塩濃度の差，あるいは菌種の差などによ  

って耐熱性を強くなったり弱くなったりする  

ためと考えられる。   

Anderson4）民らはB．coagulansの胞子の  

耐熱性に及ばす食塩の影響をトマトジュース  

中で調べ，食塩の増加と共に致死時間が順次  

減少すると報告しているが．本報の結果と同  

じ傾向であるt  

Fig・3RelationbetweenpHand sodiurnchlorideonthe  
heatresistanceofB．coaguZanssporesatl150c．   

要  約  

pHと食塩が且co曙〟Jα那の胞子の耐熱附こどのように影響するかを加熱中及び加熱後の後培養  

について検討した。   

胞子の耐熱性に対する加熱中の食塩の影褒はpH6．5から7．0では保護的に作用するが，pH6．0  

以下になると逆に耐熱性を減少させる方向に作用する。   

後培養における食塩の影筆削ま，食塩濃度の増加と共に胞子の耐熱性は減少するが，pHが高いと  

その減少の割合は大きく，pHが低くなるとその減少の割合は小さくなる．ここの結果は加熱中及び  

加熱後の後培養が同一培地で測定した結果と同じ傾向であった。  
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